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1.事業の背景

（なぜ取り組むのか）

① 人口減少に伴う様々な課題の発生
（地方創生）

② インバウンドの激増
（国策としての推進）
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伊賀市の人口推計

総人口

現役世代

高齢者

子供

伊賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略より引用



人口の推移

空洞化が深刻

第2期伊賀市中心市街地活性化基本計画



来阪外国人客は、訪日外国人旅行者の増加より速いペースで伸び
ており、平成29年には１千万人を超え、全訪日者の３人に１人が
大阪を訪れており、消費額も１兆円超えています。

インバウンドの増加



インバウンドの増加
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関西圏でのインバウンド受け入れに向けた態勢やコンテンツの強化にあ
たって、忍者コンテンツが注目されています。

大阪観光局による事業戦略において、

忍者コンテンツが重要視
関西観光本部による「プラスワントリップ

キャンペーン」候補エリアの募集



大阪観光局が開設するインバウンド向け体験ツアー販売
サイトでは、伊賀忍者ガイドツアーが販売されています。

インバウンドの増加

大阪観光局
DeepExperienceOsakaホームページ

• 今後、「コンテンツの増加」「対象エリアの拡大」による新たな

ツアーの造成が期待
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大阪エリア以外での初コンテンツと

して、伊賀忍者ガイドツアーが掲載

大阪・関西の観光誘客の視点から
「伊賀」「忍者」は魅力的なコンテンツと評価！



伊賀市シティプロモーションでは「忍者を核とした取組」をすすめています
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伊賀市シティプロモーション指針（抜粋）



選ばれる「忍者市」への再生
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観光客から選ばれる魅力ある観光地へ

平成31年4月に内閣府の地域再生計画の認定を受け、
3年間の地方創生推進交付金事業の採択を受けました。



1.事業の背景（まとめ）

① 伊賀における地方創生の推進

② 全国的なインバウンドの激増

→ 観光による地域の活性化

2025大阪・関西万博を見据えた
忍者市プロジェクトの主要事業として
忍者体験施設整備事業に着手



① 京都市下京区 「伊賀流忍者道場忍道具屋」
（2015.5.22）
② 山梨県南都留郡忍野村 「忍野しのび里」
（2015.10.10）
③ 東京都新宿区 「手裏剣道場 忍者からくり
屋敷」（2016.7）
④ 京都市伏見区 「忍者堂」（2016.10）
⑤ 埼玉県川越市 忍-shinobi-黒田屋（2017.6）
⑥ 奈良県奈良市 「ミ・ナーラ NINJA TOWN」
（2018.4.24）
⑦ 東京都杉並区 「NINJA HOOUSE Shuriken」
（2018.6.20）
⑧ 東京都江東区 「小虎亭」（2018.11）
⑨ 東京都千代田区 「ＶＲ忍者道場」
（2019.3.18）
⑩ 三重県伊勢市 「伊勢忍者キングダム」
（2019.3）
⑪ 兵庫県淡路市 「ＮＡＲＵＴＯ＆ＢＯＲＵＴ
Ｏ 忍里」（2019.4.20）
⑫ 小田原市「ＮＩＮＪＡ館」会館（2019.4.20）
⑬ 愛知県名古屋市 「レゴニンジャゴー・ワー
ルド」（2019.7）
⑭ 甲賀市 忍者を核とした観光拠点整備施設
（2020.7予定）
⑮ 名張市「（仮称）名張忍者ミュージアム」
（2020予定）

全国各地の忍者体験施設の動向

「忍者の聖地」
伊賀での体験施設整備へ
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1.事

2.これまでの取組経過



伊賀流忍者博物館や伊賀上野城を中心とする伊賀市の観光拠点エリアの誘客力
を強化し、観光入込客数を底上げする

①「忍者観光コンテンツの深化、差別化拠点」

観光拠点エリアから伊賀線以南の中心市街地（まちなかエリア）に観光客を誘
導し、店舗や施設への周遊増加につなげる、情報発信・案内機能を主とした

②「まちめぐり拠点」

どんな施設を作るのか ～施設に求める機能の検討～

2.これまでの取組経過



４カ所の市有地から候補地を選定しました

立地検討可能性調査

① 企業へのサウンディング
② 市民ワークショップ
③ 客観的評価（項目別評価）

旧桃青中学校

だんじり会館

成瀬平馬家屋敷跡

ふれあいプラザ跡地

成瀬平馬家屋敷跡



成瀬平馬家屋敷跡
（1,017㎡）
※長屋門含む



成瀬平馬家長屋門
（市指定文化財）





成瀬平馬家屋敷跡の可能性

まちなかエリア

成瀬平馬家跡地■

観光拠点エリア

●だんじり会館

伊賀流忍者博物館■
伊賀上野城■

①入込客の増加

②観光客の周遊

■
両エリアに
効果を発揮



2.これまでの取組経過

3.目指す姿



（既存の旅行客に加え）

特に意識するターゲット/マーケット

インバウンド

小・中学校の社会見学等の授業または修学旅行先

ナイトタイムエコノミー

With/Afterコロナでの“新しい旅行の形”も考慮する必要

3.目指す姿



施設開設10年後の来館者数の目標（概算）

y = -2.3706x + 218.77

y = 0.0102x - 0.0101
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新時代の
忍者施設

Only one “忍者の聖地”

Sustainability “持続性”

Fusion・Crossover “融合”
リアル（史実） ⇔ フィクション

デジタル ⇔ アナログ

オンライン ⇔ オフライン

バーチャル ⇔ フィジカル

過去 ⇔ 未来

SDGs 環境/経済/社会 三方良し

持続可能な観光まちづくり

Key Word ～事業の方向性～



スケジュール



業務項目

令和２年度 令和３年度 令和４年度

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
10
月

１）実施方針の作成・公表

２）質問及び個別対話の受付

３）特定事業の選定及び公表

４）募集要項等の公表

５）参加表明書の募集・提出〆切

６）企画提案書の募集・提出〆切

７）優先交渉権者の決定及び発表

８）基本協定の締結

９）優先交渉権者との交渉協議

10）契約に関する議会議決

11）ＰＦＩ事業の契約の締結

12）事業の着手

13）開業

事業実施スケジュール （R2.8時点での最速スケジュール）

事業者選定の期間



伊賀市役所 観光戦略課
三重県伊賀市四十九町3184番地

0595-22-9670
kankou@city.iga.lg.jp

ご清聴ありがとうございました。


